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陸上自衛隊では、6月中の実弾

射撃をつぎのとおり行ないます

実施場所=池田射撃場

実施日程=1 "'-'4、6"-'11.13"'-' 18、

20"'-'25、27
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4 強く元気な子供になろう

第 6回目の市内子供大会が 5月1日玖島崎

の陸上競技場で盛大に行なわれました。この

子供大会は子供たちで組織しでいる市内各地

区の子供会の会員が一堂に集ま り、相互の連

けいを取り 、親ぼくを深めるために行なわれ

たものです。
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当日は、 子供たち約1.900人が参加 し、み

んなでボーノレけり、たま入れ、サー クノレドッ

チボーノレなどのゲームをし、 H強 く元気な子

供になりましょう"、 H 明るく住みよいまち

を作り ましょう H の宣言をして終り ました。

子供たちの活動を、大人はあたたかく見ま

もって、より明るく強い子供たちを育て主う

ではあり ませんか。
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わ
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わ
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市税を納期前に納めると

報奨金がも

日本脳炎の予防法

らえます

例えば41年度の固定資産税を5月末日で3，000円前納し

た場合の報奨金はつぎのとおりです。

丈夫な体と予防注射を

期 }3IJ 税 額 : 前納月数 ; 報奨金額

2 期 1.，000円 1 月 10円

3 期 1，000円 3 月 3・0円

4 期 1，000円 7 月 70円|

計 3，000円 11 0円 |

(計算式) 報 奨 金 前納額の100分の1) x (納期前の月数)

青
年
会
議
所

で
は
、
幼
い

生
命
を
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通

事
故
か
ら
守

ろ
う
、
と
小

学
生
に
黄
色

い
ハ
ン
カ
チ

を
配
り
ま
し

た。

黄色いハンカチ運動-

こ
れ
は
指
先
に
黄
色

い
ハ
ン
カ
チ
を
差
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込
み
横

断
の
際
に
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か
く
あ
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渡
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、
子
供
の
横
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に
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い
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願
い
を
こ
め
た
も
の
で
す

写
真
H
黄
色
の
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ン
カ
チ
を
あ
げ
て
渡
る
子
供
た
ち

郷土出身の福田清人先生を招き文芸座談会を開き ます

ので、市民みなさんご希望のかたはご出席ください。

期日 5月27日 午後 2時

場所市役所大会議室

俳人 中村草田男氏 (成渓大学教授)

歌人 木俣修氏 (昭和女子大学教授)

詩人 阪本越郎氏 (お茶水大学教授〉

画家 大久保泰氏 (独立美術協会々員)

教育者高橋真照氏 〔代々木青年の家理事〉

口口口文芸座談会を開催口口口

日本脳炎はビーノレスをもった蚊が人を

京IJすことによって伝染します。その蚊は

H コガタアカイヱカ H という小さい灰色

の蚊で、蚊に刺されると必ず発病する訳

ではなく、体力がなかったり免疫性がな

かった人が発病します。従ってつぎのこ

とに気をつければ予防できると云われて

いま す。

体力を作る

睡眠と栄養を十分とり過労をさけるこ

と。また炎天下の無帽など太陽の直射 を

避けること 。

免疫を作る

日本脳炎の流行前に免疫を作るため予

防接種を受けること。

日本脳炎の予防接種は2回しなければ

なりません。昨年 2回接種している人は

1回でよいことになっています。

日本脳災の予防接種

該当者 生後 6カ月ま での幼児を除く全

員。学童は、各学校で行ないます。

接種目数初回接種者(今年はじめて接

種するも の)は2回、追加接種(初回免疫

が完了しているもの) 1回だけ接種する

料金 1人 1回 150円で接種目毎に徴収

します。生活保護世帯員は保護手帳を当

日受付に提出すれば接種料金を免除しま

す。 乳幼児は母子手帳を持参のこと。

口口口国民健康保険だより口C口

4月20日から国民健康保険ではり、きゅう施術をうけ

たときの負担額がつぎのよ うに改正されています。

ただし、あんまは対象外となっています。

|l明と鉱灸悶但…4ω2
師との協働i 

定料金 !市負担 |一部負担I1市負担i一部負担

!はり、文はき申うI] OD円 70円 I 30円 :50円 50円

!はりときゅう 150円 105円 |印 75円 |75円

分区

所場
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し
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も
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六
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上
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県民体育大会

大村市を中心に挙行
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、場

所

西

九

州

信

用
金
庫

(
B
組
)
毎
月
第
二
、
四
金
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時
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日
凶
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市
営
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技
場

マ
読
書
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I
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日
時

毎
月
二
十
五
日

場
所

市
立
図
書
館

V
菊
栽
培
コ

I
ス

日
時

毎
月
第
一
金
曜
日

本
経
寺

県民の一大スポーツの祭典県民体育大会が

5月28日、 29日の両日大村市を中心に挙行さ

れます。 本市関係はつぎのとおり ですから、

選手団の歓迎や各会場でのご声援をお願いし

ます。

開会式 28日午前10時、入場行進開始

場所市営グラワンド

競技種目と会場

じ>陸上競技 ・陸上競技場

bノミドミシトシ ・大高体育館

[>蹴球・大高運動場

b自転車・大高~川棚駅前間 (29日のみ〉

[>庭球・市常、玖島中、 大高コー ト

bソフトボーノレ・西中、中央校庭、市営補助

グラワンド

じ>銃剣道 ・西中体育館

[>ラグビー ・竹松部隊

bエアーライブノレ・池田射撃場

bクレー射撃 ・野岳射撃場

b山岳・多良岳登山

"':イ
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定
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口
口
口

十
六
ミ

D
映
写
技
術
認
定

証
の
更
新
の
時
期
に
な

っ
て

い
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
取

り
ま
と
め
て
更
新
の
上
再
交

付
の
手
続
を
い
た
し
ま
す
の

で
、

つ
ぎ
の
期
固
ま
で
に
ご

提
出
く
だ
さ

い
。

期
日
五
月
二
十
五
日
ま
で

場
所

中
央
公
民
館

発
明
協
会
で
は
発
明
巡
回

相
談
所
を
開
設
し
、
発
明
、

考
案
、
特
許
、
意
匠
登
録
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

五
月
二
十
八
日

午
前
十
時
よ
り
正
午
ま
で

場
所

商
工
課

講
師

発
明
協
会

常
務

喜
多
岡
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口口口
土地建物を公売

口口口

市
の
土
地
建
物

を
つ
ぎ
の
と
お
り

公
売
し
ま
す
。

マ
売
却
方
法

一
般
競
争
入
札

マ
入
札
の
日
時
・
場
所

五
月
三
十
日
、
十
三
時
三

十
分
か
ら
十
四
時
ま
で

市
役
所
第
四
会
議
室

マ
入
札
保
証
金

入
札
金
額
の
百
分
の
五
以

上
の
現
金
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玄
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q
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1
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4
，

ム
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』
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公売物件

|所在地 |物件区分| 構

|大村市 |旧選管・監査事務局| 土地
215-2! (土地建物共) I木造瓦葺2階建

! 大村~o I旧税務課倉庫 凍室干すき語家建

|杭出津郷 I rOi¥..-}-fofj'-Ji-S | 656 |旧公益質屋 |木造瓦葺平家建

|松山郷 I 10 ~ "'" h 1-1 -a-"*f I 
!旧29空廠内|旧トラクター倉庫 |木造瓦葺平家建

造

71.90同午前日時

つゆを前に大掃除

家族みんなで交通教室l|盆
追越しの方法

車が追越しをするときは、つぎのような方

法をとらなければなりません。

①他の車を追越すとき は、その車両の右側を

追越します。ただし、前車が右に横断または

右折のため道路の中央や右側端によって通行

しているときは左側を追越すことができます

②路面電車を追越すときは、その路面電車の

左側を追越します。ただし、軌道が左側端に

寄って設けられているときは右側を追越すこ

とができます。

③追越しをしようとする

車両は、反対方向からの

交通や前車の前方の交通

にも十分注意し、前車の

速度と進路および道路の

状況に応じて、できるだ

け安全な速度と方法で追

越しをしなければなりま

せん。

天気のよい日に
O期間 5月初日より 6月1日まで

-0大掃除の要領

①部屋の内部や外部の汚いところをよく掃除する。

②天井、壁などのす L払いや、押入れ、台所などのネズ

ミや、一ゴキブリなどのいる場所を除去しきれいにする C

③タタミ、敷物などはできるだけ日光にあて、ほこりを

払う 。
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を
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J

〉

ノ

¥

州

、

J

、
司
、
，
ー

さ

る

よ

川

、

伝

説

も

あ

り

、

今

は

寺

宝

と

川

日

ι
引

…

【

長

安

寺

】

方

(

純

忠

公

二

女

)

と

白

竜

し

て

の

こ

さ

れ

参

詣

人

の

話

…

く
燥
骨
川
こ
の
寺
は
浄
土
宗
領
内
の
の
鉢
で
あ
る
。
於
福
の
方
は
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
川

よ
乾
、
一
本
山
で
あ
る
。
こ
の
寺
地
に
政
略
結
婚
の
た
め
佐
賀
の
竜
か
寺
宝
と
し
て
行
基
作
、
聖
一

を

き

し

~

ぃ

ど

ま

に

川

は

苦

か

ら

四

面

大

菩

薩

が

杷

造

寺
隆
信
の
四
男
江
上
又
四
徳
太
子
作
、
運
慶
作
と
伝
え
川

恥
日
れ
い
ら
れ
て
い
た
が
、
天
正
二
年
郎
家
種
に
嫁
い
だ
が
、
夫
の
ら
れ
る
阿
弥
陀
如
来
、
観
音
…

の
な
る
る
川
(
同
町
立
年
)
今
か
ら
三
百
九
戦
死
し
た
後
は
、
封
建
時
代
像
や
、
マ
リ
ア
観
音
が
あ
る
川

も

灰

れ

す

山

リ

く
石
流
止
川
十
二
年
ず
キ
リ
ス
ト
教
徒
蜂
の
な
ら
わ
じ
と
し
て
宗
門
下
境
内
に
は
於
福
の
方
の
墓
、
…

b

可
〈
壮
山
川
起
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
。
そ
に
入
る
こ
と
に
な
り
、
大
村
深
沢
家
累
代
の
墓
が
あ
る
。
川

町
れ
比
白
…
の
旧
跡
に
慶
長
十
四
年
(
?
家
に
帰
っ
た
。
於
福
の
方
は
初
代
深
沢
儀
太
夫
が
多
額
の
…

は

こ
溝
発
…
∞
C

∞
年
)
当
時
の
藩
主
十
九
代
開
山
主
で
あ
る
九
誉
上
人
に
金
を
投
じ
て
造
っ
た
起
伏
の
…

下

と

水

の

~

床
い

Y
'虫
川
喜
前
公
が
創
建
し
た
。
開
山
深
く
帰
依
し
た
。
慶
長
十
四
あ
る
土
塀
は
支
那
式
の
設
計
川

④
ど
⑤
じ
川
は
九
誉
上
人
で
あ
り
、
安
永
年
の
建
立
は
於
福
の
方
の
勧
を
取
り
入
れ
て
あ
り
、
尚
二
…

七
年
(
ゲ
ゴ
∞
年
)
大
火
で
焼
め
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
こ
れ
代
深
沢
儀
太
夫
勝
幸
は
元
禄
山

失
し
た
が
、
寛
政
十
二
年
。
が
機
縁
と
な
っ
て
玖
島
城
よ
七
年
(
?
∞
宮
年
)
一
切
経
八
川

ふ
き
年
)
二
十
七
代
純
鎮
公
り
再
三
足
を
運
ば
れ
た
。
こ
千
七
百
十
九
巻
を
奉
納
し
た
川

の
時
再
建
し
今
日
に
い
た
つ
の
時
に
寺
へ
寄
贈
さ
れ
た
と
が
安
永
の
大
火
で
大
部
分
焼
山

て
い
る
。
こ
の
寺
で
特
筆
す
い
う
白
竜
の
手
水
鉢
は
安
永
滅
し
現
在
一
部
分
が
残
っ
て
w

べ
き
は
喜
前
公
の
姉
於
福
の
七
年
(
「
ゴ
∞
年
)
大
火
の
時
い
る
。

口
口
口

社
会
福
祉
事
業
に
寄
付

口
口
口

市
内
松
山
町
岡
山
武
さ
ん

は
亡
父
岡
山
武
市
さ
ん
の
忌

明
に
、
市
内
諏
訪
郷
の
石
川

袈
裟
次
郎
さ
ん
は
故
石
川
ト

メ
さ
ん
の
忌
明
に
、
可
ま
た
、

市
内
原
口
郷
畠
田
恒
喜
さ
ん

は
長
男
畠
田
健
吾
さ
ん
の
忌

明
に
そ
れ
ぞ
れ
金
一
封
を
社

会
福
祉
事
業
費
に
寄
付
さ
パ

ま
し
た
。
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